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《
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術
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〈
概
要
〉

　

指
導
者
は
、
肢
体
不
自
由
特
別
支
援
学
校
の
中
学
部
で
、

美
術
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
や
り
た
い
気
持
ち
や
表
現

し
た
い
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
四
肢
の
障
害
に
よ
り
思
う
よ

う
に
表
現
で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て
い
る
生
徒
は
少

な
く
な
い
。“
自
分
で
で
き
る
”
授
業
の
実
践
は
、
こ
う
し

た
生
徒
の
、
制
作
活
動
に
お
け
る
よ
り
大
き
な
満
足
感
に
つ

な
が
る
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
に
、《
美
術
の
実
態
表
》
で
、

生
徒
が
題
材
に
お
い
て
で
き
る
事
を
捉
え
、
そ
れ
を
踏
ま
え

て
《
目
標
の
段
階
表
》
で
、
適
切
な
題
材
の
目
標
と
手
立
て

を
設
定
す
る
と
い
う
手
続
き
を
方
策
と
し
た
。本
研
究
で
は
、

題
材
「
た
ら
し
込
み
（
水
で
濡
ら
し
た
画
面
や
、
乾
く
前
の

色
面
に
、
色
を
に
じ
ま
せ
る
技
法
）
で
描
こ
う
」
に
お
け
る

事
例
生
徒
Ａ
の
変
容
を
考
察
し
、
本
方
策
の
、“
自
分
で
で

き
る
”
授
業
づ
く
り
に
対
す
る
有
効
性
を
検
証
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
。

　

実
践
で
は
、
最
初
は
自
信
が
も
て
ず
、
制
作
が
滞
り
が
ち

で
あ
っ
た
生
徒
Ａ
が
、
次
第
に
道
具
を
正
し
く
扱
っ
て
、
色

の
広
が
り
方
や
混
ざ
り
方
を
味
わ
い
な
が
ら
一
人
で
制
作
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
題
材
終
盤
で
は
、
本
生
徒
の
題
材
の

目
標「
描
い
た
色
や
形
か
ら
描
き
た
い
イ
メ
ー
ジ
を
発
想
し
、

色
の
選
択
や
形
、
配
置
を
工
夫
し
な
が
ら
模
様
を
描
く
」
こ

と
が
、“
自
分
で
で
き
た
”。
考
察
で
は
、
こ
う
し
た
結
果
の

要
因
と
し
て
、
最
終
的
な
題
材
の
目
標
達
成
に
向
け
た
、
段

階
的
な
目
標
と
手
立
て
の
設
定
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
、

両
表
の
活
用
が
そ
れ
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

完
成
し
た
作
品
の
解
説
に
あ
た
っ
て
、
生
徒
Ａ
は
、「
描

き
た
い
イ
メ
ー
ジ
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
画
面
構
成
を
規
定

す
る
「
主
題
（
物
語
）」
を
語
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、「
事
前

に
イ
メ
ー
ジ
し
た
主
題
に
基
づ
い
て
画
面
を
構
成
す
る
」
と

い
う
新
た
な
描
き
方
へ
の
移
行
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
本
実

践
は
生
徒
Ａ
の
で
き
る
事
を
増
や
す
、
つ
ま
り
、
多
様
な
表

現
方
法
の
獲
得
を
促
し
、
表
現
の
幅
を
広
げ
る
授
業
と
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
成
果
が
、
両
表
を
活
用
し
た
本

方
策
の
、“
自
分
で
で
き
る
”
授
業
づ
く
り
に
対
す
る
有
効

性
の
一
端
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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２
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１
研
究
の
背
景
と
目
的

　

本
校
は
、
障
害
に
よ
り
歩
行
や
筆
記
な
ど
日
常
生

活
動
作
が
困
難
な
児
童
生
徒
が
在
籍
す
る
肢
体
不
自

由
特
別
支
援
学
校
で
あ
る
。
指
導
者
は
、中
学
部
で
、

肢
体
不
自
由
に
知
的
障
害
を
あ
わ
せ
有
す
る
生
徒
の

美
術
を
担
当
し
て
お
り
、
１
名
の
Ｓ
Ｔ
と
と
も
に
、

２
・
３
学
年
の
６
名
で
構
成
さ
れ
る
学
習
グ
ル
ー
プ

の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
本
学
習
グ
ル
ー
プ
の
実

態
と
し
て
、
知
的
な
面
で
は
、
視
知
覚
認
知
の
特
性

や
知
的
発
達
の
遅
れ
、
経
験
の
不
足
に
よ
り
、
見
る

こ
と
や
抽
象
的
な
思
考
に
困
難
さ
が
あ
る
も
の
の
、

多
く
の
生
徒
は
制
作
活
動
が
好
き
で
、
表
し
た
い
も

の
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
生
徒
も
い
る
。
一
方
、
身
体

面
で
は
、
ま
ひ
や
筋
緊
張
に
よ
り
、
姿
勢
の
保
持
が

難
し
く
、
手
指
や
腕
の
動
き
が
制
限
さ
れ
る
生
徒
が

多
い
。
や
り
た
い
気
持
ち
や
表
現
し
た
い
も
の
が
あ

る
一
方
で
、
素
材
や
道
具
を
十
分
に
扱
う
こ
と
が
難

し
く
、
教
師
と
一
緒
に
、
あ
る
い
は
、
支
援
を
受
け

な
が
ら
制
作
す
る
場
面
が
多
く
な
り
が
ち
で
あ
り
、

“
自
分
で
や
り
た
い
け
ど
で
き
な
い
”
と
い
う
も
ど

か
し
さ
を
感
じ
て
い
る
生
徒
が
少
な
く
な
い
と
推
察

さ
れ
る
。
以
上
の
実
態
か
ら
、
生
徒
が
“
自
分
で
で

き
る
”
授
業
の
実
践
が
、
美
術
に
お
け
る
よ
り
大
き

な
満
足
感
や
達
成
感
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
。

　

こ
う
し
た
授
業
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
題
材
に

お
い
て
生
徒
が
で
き
る
事
を
捉
え
、
そ
れ
を
題
材
の

目
標
（
指
導
目
標
）
と
し
て
明
確
に
し
、
達
成
に
向

け
た
具
体
的
な
手
立
て
を
検
討
す
る
と
い
う
手
続
き

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
の
方
策
と
し

て
、《
美
術
の
実
態
表
》
と
《
目
標
の
段
階
表
》
の

活
用
を
提
案
す
る
。《
美
術
の
実
態
表
》
で
は
、
思

考
や
認
知
の
仕
方
、
身
体
の
状
態
や
動
き
の
特
徴
を

把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
が
現
段
階
で
で
き

る
事
や
、支
援
に
よ
っ
て
で
き
そ
う
な
事
を
捉
え
る
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
《
目
標
の
段
階
表
》
で
、
生
徒

に
と
っ
て
適
切
と
考
え
ら
れ
る
題
材
の
目
標
を
、
発

想
・
構
想
、
技
能
と
い
っ
た
観
点
に
お
け
る
段
階
か

《美術の実態表》

できる事を捉える

⬇
《目標の段階表》

題材目標と手立ての設定

⬇
本時の目標と手立ての検討

⬇

“自分でできる”授業

ら
選
び
出
し
、
設
定
す
る
。
そ

の
達
成
に
向
け
て
、
授
業
毎

に
本
時
の
目
標
と
手
立
て
の
検

討
を
し
て
い
く
こ
と
で
、“
自

分
で
で
き
る
”
授
業
が
実
現
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た

（
図
１
）。

　

本
研
究
の
目
的
は
、
事
例
生

徒
Ａ
の
指
導
計
画
に
お
け
る
変

容
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

“
自
分
で
で
き
る
”
授
業
づ
く
り

に
対
す
る
、
本
方
策
の
有
効
性

を
検
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。

図１　両表を活用した“自分でできる”授業づくりの
　　　イメージ
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２
研
究
の
方
法
・
内
容

（
１
）《
美
術
の
実
態
表
》
に
つ
い
て

　

本
表
は
、
表
現
や
鑑
賞
の
活
動
に
関
わ
る
と
考
え

ら
れ
る
項
目
に
お
け
る
実
態
を
記
述
し
た
も
の
で
あ

り
、
各
生
徒
が
美
術
に
お
い
て
で
き
る
事
や
そ
の
た

め
の
配
慮
事
項
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
表
１
）。

生
徒
毎
に
、
個
別
の
指
導
計
画
１
内
の
実
態
表
（
学

習
や
生
活
に
お
け
る
生
徒
の
実
態
を
記
し
た
表
）
か

ら
抜
き
出
し
た
り
、学
級
担
任
か
ら
の
聞
き
取
り
や
、

制
作
の
様
子
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
記
入
し
た
り
し

て
作
成
す
る
。新
た
な
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
り
、

実
態
に
変
化
が
生
じ
た
り
し
た
場
合
に
は
、
随
時
加

除
訂
正
を
行
い
、
更
新
し
て
い
く
。
実
態
把
握
の
場

面
以
外
に
も
、
行
動
の
要
因
を
探
っ
た
り
、
支
援
の

成
果
を
検
証
し
た
り
、
目
標
が
適
切
で
あ
る
か
判
断

し
た
り
す
る
際
の
根
拠
と
す
る
な
ど
、
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
指
導
計
画
の
多
く
の
場
面
で

参
照
す
る
。

（
２
）《
目
標
の
段
階
表
》
に
つ
い
て

　

題
材
に
お
け
る
目
標
の
観
点
と
そ
の
段
階
を
表
し

た
も
の
が
目
標
の
段
階
表
で
あ
る
。
本
表
は
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
２
に
お
け
る
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

2 

随時加除訂正を行い、更新していく。実態把握の場面以外にも、行動の要因を探ったり、

支援の成果を検証したり、目標が適切であるか判断したりする際の根拠とするなど、アセ

スメントのツールとして、指導計画の多くの場面で参照する。 

（２） 《目標の段階表》について 

題材における目標の観点とその段階を表したものが目標の段階表である。本表は、パフ

ォーマンス評価iiにおける、パフォーマンスの質を段階的に評価するための基準表である

ルーブリックを下敷きにして、題材毎に作成する。ここでは題材「たらし込みで描こう（本

稿 3－(1)を参照）」のものを示す（次頁表２）。表の縦軸が観点であり、美術における観点

別評価の観点である「発想･構想」「技能」「鑑賞」を採用している。「関心･意欲･態度」に

ついては、情意的なものであり段階化が難しいため、観点としていない。表の横軸［観点

の説明］は、その観点でねらおうとする内容について記した項目であり、国立教育政策研

究所の示す美術の評価規準を参考に決定する。同じく横軸の項目［１･２･３…］は目標の

段階（評価基準）であり、題材の目標を、小・中学校学習指導要領における「２．内容」

の段階性や、学習グループの発達段階、身体の動き等を考慮して、独自に段階化し、決定

する。題材の計画段階で素案を作成した後、指導計画の全期間を通して、生徒の実態に応

じて更新していく。なお、本表は、多様な表現が尊重される美術におけるものであり、段

階間の序列関係を表すものではない。 

指導者は、美術の実態表の記述を踏まえて、この表から生徒にとって適切と考えられる題

材の目標を、発想・構想や技能といった各観点における段階から選び出して設定する。なお、

一度設定された題材の目標は、制作の様子の観察や美術の実態表によるアセスメントに基づ

いて、当該生徒にとって適切なものであるか検討され、必要に応じて再設定される。 

表１ 生徒Ａの《美術の実態表》 

項 ⽬ 実 態 

認 知 
・ 

思 考 

① くり返しや視覚的配慮により,制作の⼿順や道具の使い⽅を理解する。 

② 最初はできない不安から⼿が動かないが,⾃信がもてると意欲的に制作に取り組む。 

③ 制作の最初は表す⾃信がないが,描きたいイメージをもっている様⼦。 
視機能 

・ 
視知覚 

① 視野の⽋損や狭窄はなく,追視や注視ができる。 

⼿指や腕 
の動 き 

① 右利き。ゆっくりではあるが,円や四⾓などの形を描く。 

② 可動域が狭く,腕を上げるのは難しいが,机上で這わせるようにして動かす。 

姿 勢 ① カットテーブルに両肘をのせて体幹を⽀えて,⼿腕を動かす。 

コミュニ 
ケーション 

① 考えたことに⾃信がもてず,発表を躊躇する場⾯も⾒られるが,促すと友だちの作品に
ついて「⾊がきれい」など簡単な意⾒を述べる。 

ス
の
質
を
段
階
的
に
評
価
す
る
た
め
の
基
準
表
で
あ

る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
下
敷
き
に
し
て
、
題
材
毎
に
作

成
す
る
。
こ
こ
で
は
題
材
「
た
ら
し
込
み
で
描
こ
う

（
本
稿
３
―
(1)
を
参
照
）」
の
も
の
を
示
す
（
表
２
）。

表
の
縦
軸
が
観
点
で
あ
り
、
美
術
に
お
け
る
観
点
別

評
価
の
観
点
で
あ
る「
発
想･

構
想
」「
技
能
」「
鑑
賞
」

を
採
用
し
て
い
る
。「
関
心･

意
欲･

態
度
」
に
つ

い
て
は
、
情
意
的
な
も
の
で
あ
り
段
階
化
が
難
し
い

た
め
、
観
点
と
し
て
い
な
い
。
表
の
横
軸
［
観
点
の

説
明
］
は
、
そ
の
観
点
で
ね
ら
お
う
と
す
る
内
容
に

つ
い
て
記
し
た
項
目
で
あ
り
、
国
立
教
育
政
策
研
究

所
の
示
す
美
術
の
評
価
規
準
を
参
考
に
決
定
す
る
。

同
じ
く
横
軸
の
項
目
［
１･

２･

３
…
］
は
目
標
の

段
階
（
評
価
基
準
）
で
あ
り
、
題
材
の
目
標
を
、
小
・

中
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
２
．
内
容
」
の

段
階
性
や
、
学
習
グ
ル
ー
プ
の
発
達
段
階
、
身
体
の

動
き
等
を
考
慮
し
て
、
独
自
に
段
階
化
し
、
決
定
す

る
。
題
材
の
計
画
段
階
で
素
案
を
作
成
し
た
後
、
指

導
計
画
の
全
期
間
を
通
し
て
、
生
徒
の
実
態
に
応
じ

て
更
新
し
て
い
く
。
な
お
、
本
表
は
、
多
様
な
表
現

が
尊
重
さ
れ
る
美
術
に
お
け
る
も
の
で
あ
り
、
段
階

間
の
序
列
関
係
を
表
す
も
の
で
は
な
い
。

　

指
導
者
は
、美
術
の
実
態
表
の
記
述
を
踏
ま
え
て
、

こ
の
表
か
ら
生
徒
に
と
っ
て
適
切
と
考
え
ら
れ
る
題

材
の
目
標
を
、
発
想
・
構
想
や
技
能
と
い
っ
た
各
観

点
に
お
け
る
段
階
か
ら
選
び
出
し
て
設
定
す
る
。
な

お
、
一
度
設
定
さ
れ
た
題
材
の
目
標
は
、
制
作
の
様

子
の
観
察
や
美
術
の
実
態
表
に
よ
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト

に
基
づ
い
て
、
当
該
生
徒
に
と
っ
て
適
切
な
も
の
で

あ
る
か
検
討
さ
れ
、必
要
に
応
じ
て
再
設
定
さ
れ
る
。

3 

（３）  両表による個別の題材目標と手立ての設定について 

次頁表３に、両表をつかった生徒Ａに対する個別の目標と手立ての設定手続きを示す。

この手続きは、題材の計画時に行うもので、その時点で生徒Ａが最終的に達成することが

できると考えられる題材の目標と、そのための手立てを設定するものである。 

最初に、美術の実態表から、生徒Ａの実態とともに、本題材においてできる事を捉える。

知的な面として、【認知・思考】から、自信が持てないために、活動の最初は手が動かない

が、描きたい気持ちやイメージをもっていることがわかる。また、繰り返しや視覚的な配

慮によって制作の手順や方法を理解することができることもわかる。 身体面については、

【手指や腕の動き】から、 筋力低下によって可動域が制限され、思い通りに道具を扱うこ

とが難しいことがわかる。これが先の自信の無さにつながっていると考えられる。一方で、

円や四角を描くなど、可動域が狭いながらもイメージに応じた手の動きができることもわ

かる。 以上のことから、本題材において、生徒Ａは、（自信をもつことができれば）技法

を理解し、描きたいイメージに基づいた表現ができるということがわかった。次に、上記

を踏まえて、目標の段階表から生徒Ａに適切と思われる段階を選び出し、題材の目標を設

定するとともに、達成のための手立てを検討する。生徒Ａの本題材においてできる事を、

目標の段階表に照らし合わせると、発想・構想２、技能３（＝描いた色や形から描きたい

イメージを発想し、それに基づいて色の選択や形、配置を工夫しながら模様を描く）が適

切な目標として捉えられる。そして、手立てとして、発想・構想に対しては、「（描いた色

や形が）何に見えますか」等、発想を促す言葉かけをすることとした。また、技能に対し

表２ 題材「たらし込みで描こう」の《目標の段階表》  

観点の説明 １ ２ ３ ４ 

表 

現 

発
想･

構
想 

技法の特徴や
美しさを基に,
描きたいイメー
ジや主題を⽣
み出している。 

⾊のにじみ⽅
や混ざり⽅の
おもしろさを味
わう。 

描いた⾊や形
から,描きたい
イ メ ー ジ や 主
題を発想する。

技法の特徴か
ら、描きたいイ
メージや主題
を発想する。 

－ 

技 

能 

技法を理解し,
描きたいイメー
ジや主題に応じ
て,⾊の選択や
形、配置を ⼯
夫している。 

教師と⼀緒に,
技法の⼿順や
ポイントを確認
したり,道具を
操作したりして
制作する。 

技法の⼿順や
ポイント,道具
の使い⽅を理
解 し , ⼀ ⼈ で
制作する。 

描きたいイメー
ジに基づいて,
⾊ の 選 択 や
形,配置を⼯
夫しながら制
作する。 

主題に基づい
て,⾊の選択や
形,配置を⼯
夫しながら制
作する。 

鑑 

賞 

⾃分や友だちの
作品の特徴やよさ
を感じ取るともに,
それを伝えたり認
め合ったりする。 

⾃ 作 品 の 題
名やアピールポ
イ ン ト を 考 え
て,発表する。

友だちの作品
に注⽬する。 

友だちの作品
の特徴やよさ
について考えて
発表する。 

－ 

表１　生徒Ａの《美術の実態表》

表２　題材「たらし込みで描こう」の《目標の段階表》
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佳作賞
（
３
）
両
表
に
よ
る
個
別
の
題
材
目
標
と
手
立
て
の

　
　

設
定
に
つ
い
て

　

表
３
に
、
両
表
を
つ
か
っ
た
生
徒
Ａ
に
対
す
る
個

別
の
目
標
と
手
立
て
の
設
定
手
続
き
を
示
す
。
こ
の

手
続
き
は
、
題
材
の
計
画
時
に
行
う
も
の
で
、
そ
の

時
点
で
生
徒
Ａ
が
最
終
的
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ら
れ
る
題
材
の
目
標
と
、
そ
の
た
め
の
手

立
て
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

最
初
に
、
美
術
の
実
態
表
か
ら
、
生
徒
Ａ
の
実
態

と
と
も
に
、
本
題
材
に
お
い
て
で
き
る
事
を
捉
え

る
。
知
的
な
面
と
し
て
、【
認
知
・
思
考
】
か
ら
、

自
信
が
持
て
な
い
た
め
に
、
活
動
の
最
初
は
手
が
動

か
な
い
が
、
描
き
た
い
気
持
ち
や
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
繰
り
返
し
や
視
覚

的
な
配
慮
に
よ
っ
て
制
作
の
手
順
や
方
法
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
わ
か
る
。 

身
体
面
に
つ

い
て
は
、【
手
指
や
腕
の
動
き
】
か
ら
、 

可
動
域
が

制
限
さ
れ
、
思
い
通
り
に
道
具
を
扱
う
こ
と
が
難
し

い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
が
先
の
自
信
の
無
さ
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
円
や
四

角
を
描
く
な
ど
、
可
動
域
が
狭
い
な
が
ら
も
イ
メ
ー

ジ
に
応
じ
た
手
の
動
き
が
で
き
る
こ
と
も
わ
か
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
題
材
に
お
い
て
、
生
徒
Ａ
は
、

（
自
信
を
も
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
）
技
法
を
理
解
し
、

描
き
た
い
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
い
た
表
現
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
次
に
、上
記
を
踏
ま
え
て
、

目
標
の
段
階
表
か
ら
生
徒
Ａ
に
適
切
と
思
わ
れ
る
段

階
を
選
び
出
し
、
題
材
の
目
標
を
設
定
す
る
と
と
も

に
、
達
成
の
た
め
の
手
立
て
を
検
討
す
る
。
生
徒
Ａ

の
本
題
材
に
お
い
て
で
き
る
事
を
、
目
標
の
段
階
表

に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
発
想
・
構
想
２
、
技
能
３

（
＝
描
い
た
色
や
形
か
ら
描
き
た
い
イ
メ
ー
ジ
を
発

想
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
色
の
選
択
や
形
、
配
置
を

工
夫
し
な
が
ら
模
様
を
描
く
）
が
適
切
な
目
標
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
手
立
て
と
し
て
、
発
想
・

構
想
に
対
し
て
は
、「（
描
い
た
色
や
形
が
）
何
に
見

え
ま
す
か
」
等
、
発
想
を
促
す
言
葉
か
け
を
す
る
こ

と
と
し
た
。
ま
た
、
技
能
に
対
し
て
は
、
可
動
域
の

狭
さ
に
対
す
る
支
援
や
、
手
を
動
か
し
た
結
果
に
つ

い
て
「
こ
れ
で
い
い
ん
だ
」
と
安
心
す
る
こ
と
の
で

き
る
肯
定
的
な
言
葉
か
け
を
行
っ
て
、
自
信
を
も
っ

て
制
作
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

題
材
の
展
開
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
こ
で
設
定
し
た

題
材
の
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
そ
れ
以
前
の
段
階

の
目
標
（
発
想
・
構
想
１
、
技
能
１
お
よ
び
２
）
を

順
次
達
成
し
て
い
け
る
よ
う
、
授
業
毎
に
本
時
の
目

標
と
手
立
て
を
検
討
し
、
実
施
し
て
い
く
。

4 

ては、可動域の狭さに対する支援や、手を動かした結果について「これでいいんだ」と安

心することのできる肯定的な言葉かけを行って、自信をもって制作に取り組むことができ

るようにした。 

題材の展開にあたっては、ここで設定した題材の目標の達成に向けて、それ以前の段階

の目標（発想・構想１、技能１および２）を順次達成していけるよう、授業毎に本時の目

標と手立てを検討し、実施していく。 

表３ 両表を活用した個別の目標と手立ての設定手続き例（各表は一部を抜粋） 

⽣徒Ａの《美術の実態表》 
項 ⽬ 実 態 

認 知 

・ 

思 考 

① くり返しや視覚的配慮により,制作の⼿順や道具の使い⽅を理解する。 

② 最初はできない不安から⼿が動かないが,⾃信がもてると意欲的に制作に取り組む。 

③ 制作の最初は表す⾃信がないが,描きたいイメージをもっている様⼦。 

⼿指や腕 

の動き 

① 右利き。ゆっくりではあるが,円や四⾓などの形を描く。 

② 可動域が狭く,腕を上げるのは難しいが,机上で這わせるようにして動かす。 

姿 勢 ① カットテーブルに両肘をのせて体幹を⽀えて,⼿腕を動かす。 

 

↓ 

本題材における、⽣徒Ａができる事 

（⾃信をもつことができれば）描きたいイメージを発想し、それを表すことができる。 

 

題材「たらし込みで描こう」《⽬標の段階表》 

観点の説明 １ ２ ３ ４ 

表 

現 

発
想･

構
想 

技法の特徴や美しさ
を基に,描きたいイメ
ージや主題(物語)を
⽣み出している。 

⾊のにじみ⽅や
混ざり⽅のおもし
ろさを味わう。 

描いた⾊や形か
ら,描きたいイメー
ジや主題を発想
する。 

技法の特徴から,
描きたいイメージ
や主題を発想す
る。 

－ 

技 
能 

技法を理解し,描き
たいイメージや主題
(物語)に応じて,⾊
の選択や形、配置
を⼯夫している。 

教師と⼀緒に,技
法の⼿順やポイン
トを確認したり,道
具を操作したりし
て制作する。 

技法の⼿順やポ
イント,道具の使
い⽅を理解し,⼀
⼈で制作する。 

描きたいイメージ
に基づいて,⾊の
選択や形,配置
を⼯夫しながら
制作する。 

主題に基づいて,
⾊の選択や形,
配置を⼯夫しな
がら制作する。 

 

↓ 

⽣徒Ａの題材の⽬標と⼿⽴て 
題材の⽬標 ⼿⽴て 

発想･構想 ２ 「(描いた⾊や形が)何に⾒えますか」など、発想を促す⾔葉をかける。 

技 能 ３ 
可動域の狭さに対する⽀援や肯定的な⾔葉かけによって、安⼼して制作に取り組むことが
できるようにする。 

 

表３　両表を活用した個別の目標と手立ての設定手続き例（各表は一部を抜粋）
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図２　
題材「たらし込みで描こう」の制作例

（
２
）
指
導
の
経
過

　

表
４
は
、
題
材
の
計
画
～
本
制
作
期
間
に
お
け
る

生
徒
Ａ
の
制
作
の
様
子
に
対
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト

と
、
そ
れ
に
応
じ
た
題
材
お
よ
び
本
時
の
目
標
と
手

立
て
の
推
移
で
あ
る
。
題
材
の
計
画
時
点
で
は
、
本

稿
２
―
(3)
の
通
り
、
題
材
の
目
標
を
発
想
・
構
想
２
、

技
能
３
に
設
定
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
達
成
に
向
け

て
、
前
段
階
の
目
標
で
あ
る
発
想
・
構
想
１
（
＝
色

の
広
が
り
の
お
も
し
ろ
さ
を
味
わ
う
）、技
能
１
（
＝

教
師
と
一
緒
に
技
法
の
手
順
や
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し

た
り
、
道
具
を
扱
っ
た
り
し
な
が
ら
制
作
す
る
）
の

達
成
を
目
指
し
て
、
本
時
の
目
標
と
手
立
て
を
設
定

し
た
。
題
材
開
始
後
の
習
作
Ⅰ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

受
け
て
、
技
能
の
目
標
を
２
（
＝
技
法
の
方
法
や
手

順
を
理
解
し
、
一
人
で
制
作
に
取
り
組
む
）
に
設
定

し
た
。
本
制
作
Ⅰ
の
時
点
で
、
発
想
・
構
想
１
、
技

能
２
の
目
標
が
達
成
さ
れ
た
た
め
、
最
終
的
な
題
材

の
目
標
で
あ
る
発
想
・
構
想
２
、
技
能
３
を
設
定
し
、

本
制
作
Ⅱ
お
よ
び
Ⅲ
に
お
け
る
本
時
の
目
標
と
手
立

て
を
検
討
し
た
。

３
実
践

（
１
）
題
材
「
た
ら
し
込
み
で
描
こ
う
」
に
つ
い
て

　

た
ら
し
込
み
は
、
水
を
塗
っ
た
画
面
に
絵
具
を
垂

ら
し
た
り
、
乾
く
前
の
色
に
別
の
色
を
垂
ら
し
た
り

し
て
、
に
じ
み
や
混
ざ
り
に
よ
っ
て
模
様
を
描
く
技

法
で
あ
る
。
生
徒
に
と
っ
て
、
色
の
広
が
り
方
や
混

ざ
り
方
は
お
も
し
ろ
く
、
手
順
も
比
較
的
わ
か
り
や

す
い
と
考
え
た
。
ま
た
、
色
の
様
子
を
楽
し
む
段
階

か
ら
意
図
的
に
画
面
を
構
成
す
る
段
階
ま
で
、
生
徒

の
実
態
に
応
じ
て
幅
広
く
目
標
を
設
定
で
き
る
こ
と

な
ど
を
考
慮
し
て
、
題
材
と
し
て
選
択
し
た
。
指
導

計
画
は
、
導
入
、
習
作
・
本
制
作
（
展
開
）、
鑑
賞

で
構
成
す
る
。
習
作
期
間
は
、
生
徒
が
道
具
の
使
い

方
や
制
作
の
方
法
に
見
通
し
を
持
つ
と
と
も
に
、
教

師
が
十
分
に
生
徒
の
実
態
を
把
握
し
、
適
切
な
目
標

と
手
立
て
の
設
定
に
つ
い
て
試
行
錯
誤
す
る
期
間
で

あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
本
制
作
で
は
、
生
徒
が
十
分

に
力
を
発
揮
す
る
こ
と
の
で
き
る
状
況
の
中
で
制
作

に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。
絵
具
は
、

発
色
の
よ
さ
や
乾
燥
の
早
さ
か
ら
ア
ク
リ
ル
絵
具

を
、
キ
ャ
ン
バ
ス
は
、
机
上
で
の
移
動
や
回
転
の
し

や
す
さ
、
仕
上
が
り
の
よ
さ
か
ら
木
製
パ
ネ
ル
に
画

用
紙
を
水
張
り
し
た
も
の
を
使
用
し
た
。

指導
計画

アセスメント
★：美術の実態表参照項目

題材目標
本時の目標（○）と手立て（⇒）発想

構想 技能

（
題
材
開
始
以
前
）

• �美術の実態表と目標の段階表によ
り、本生徒の題材の目標と手立てを
設定する。

　＊本稿２－ (3) 参照

2 3 ― ―

•�まずは、教師と一緒に、技法の特徴
やポイント、道具の使い方を確認で
きるようにする。制作に対する見通
しをもつことが、安心して、自信を
もって制作することにつながるだろ
う。

　★【認知・思考】【手指や腕の動き】【姿勢】

1 1

○�色のにじみ方や混ざり方
をよく見て味わう。

○�教師に、筆の洗浄を依頼
したり、手順を確認した
りしながら、模様を描く
ことができる。

⇒�利き手に応じた道具の配置
を行う。

⇒�車いすを机の奥まで入れ
て、肘を乗せられるように
する。

⇒�活動が滞っている時には、
「次はどうしますか」など
言葉をかける。

表４　生徒Ａの指導経過（題材の計画～本制作期間を抜粋）
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佳作賞

導
入
・
習
作
Ⅰ

• �色のにじみ方や混ざり方をよく見て
確認しながら、取り組んでいる。
　★【視機能・視知覚】
•�可動域に対して道具のサイズや、配
置の範囲が大きいため、道具に手
が届かなかったり、キャンバスの一
部分にしか描けなかったりしている
（写真１）。一方、手の動きをコント
ロールして、丁寧に取り組むことが
できている。教師の支援を受けずに、
一人でできるようになってほしい。
　★【手指や腕の動き�① ･ ②】

1 2

○�色のにじみ方や混ざり方
をよく見て味わう。

○�筆の洗い方や筆の運び方を
理解し、画面上で色をにじ
ませたり混ぜたりして模様
を描くことができる。

⇒�キャンバスサイズを小さく
する。

⇒�（混色は画面上で行うため）
使わない部分が多く大きい
パレットを、菊皿に変更す
る。

習
作
Ⅱ

• �色がつく度に「あ…( これでいいの
かな )」と言って、制作が滞る場面
がある。まだ自信が持てないようだ。
　★【思考・認知�②】

1 2

○同上 ⇒�「色の組み合わせがきれい
ですね」「おもしろい形で
すね」等、言葉をかけて安
心して制作に取り組むこと
ができるようにする。

習
作
Ⅲ

• �筆洗の縁が高く、洗いづらい様子。
また、洗う順番も円形でわかりにく
く、十分に洗えていない。
　★【思考・認知�①】
　　【手指や腕の動き�②】

1 2
○同上 ⇒�縁が低く、番号を明記した

線形の筆洗を用意する（写
真２）。

習
作
Ⅳ

• �方法や道具の使い方に慣れてきたの
に伴って、一人で取り組む場面が見
られるようになってきた。

1 2
○同上 ⇒�可動域に応じてコンパクト

に道具を配置する（写真
３）。

本
制
作
Ⅰ

• �一人で黙々と制作に取り組む。技能
２を達成した。
•�「ここに青を入れたい」と言うなど、
描きたいものがある様子。考えてい
ることを画面に表してほしい。
　★【思考・認知�② ･ ③】

2 3

○�描いた色や形を、見立て
ることができる。

○�見立てに基づいて、色の
選択や形、配置を工夫し
ながら模様を描く。

⇒�｢( 描いた色や形が ) 何に見
えますか｣ ｢ここは何を描
いているのですか｣ 等、イ
メージを膨らませることの
できる言葉かけをする。

本
制
作
Ⅱ

• �色の選択や配置を考えて慎重に筆を
動かしたり、結果を確認したりしな
がら、制作に取り組んでいる。

2 3
○同上 ⇒�同上

本
制
作
Ⅲ

• �最後まで、よく考えながら手を動か
す様子が見られた。
•作品の完成

― ― ― ―

写真１(再現 )：習作Ⅰにおける道具とその配置

➡

改善前 改善後写真２：筆洗の改善

写真３：本制作における道具とその配置
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図３　完成作品＜海と山の夕焼けの景色＞

４
実
践
の
結
果
と
考
察

（
１
）
実
践
の
結
果

　

習
作
期
間
前
半
で
は
、
色
の
広
が
り
方
や
混
ざ
り

方
を
よ
く
見
て
は
い
る
も
の
の
、
道
具
を
十
分
に
扱

え
な
か
っ
た
り
、
描
い
た
も
の
に
自
信
が
も
て
な

か
っ
た
り
し
て
、
活
動
が
滞
る
場
面
が
し
ば
し
ば
見

ら
れ
た
。
し
か
し
、
回
を
重
ね
る
毎
に
、
筆
を
洗
う

場
面
な
ど
で
道
具
を
正
し
く
扱
え
る
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
と
と
も
に
、
一
人
で
制
作
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
本
制
作
で
は
、
時
間
を
か
け

て
使
い
た
い
色
を
選
ん
だ
り
、
画
面
の
ど
こ
に
着
彩

し
よ
う
か
考
え
た
り
し
な
が
ら
、
慎
重
に
筆
を
動
か

し
て
作
品
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
（
図
３
）。

こ
う
し
た
様
子
か
ら
、
生
徒
Ａ
の
題
材
の
目
標
で

あ
っ
た
、
発
想
・
構
想
２
、
技
能
３
（
＝
描
い
た
色

や
形
か
ら
描
き
た
い
イ
メ
ー
ジ
を
発
想
し
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
色
の
選
択
や
形
、
配
置
を
工
夫
し
な
が
ら

（
２
）
考
察

　

図
４
は
、
生
徒
Ａ
の
、
指
導
計
画
の
習
作
か
ら
本

制
作
期
間
に
お
け
る
、
題
材
の
目
標
と
主
な
手
立
て

の
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
習
作
Ⅰ
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト
で
は
、
活
動
の
様
子
を
、
美
術
の
実
態
表

【
手
指
や
腕
の
動
き 

①･

②
】
に
照
ら
し
て
見
る
こ

と
で
、
可
動
域
は
狭
い
が
、
筆
を
画
面
に
つ
け
る
強

さ
や
ス
ピ
ー
ド
な
ど
手
の
動
き
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
丁
寧
に
描
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、
習
作
Ⅱ
で
は
技
能
の
目
標
を
２
と

し
、
本
時
の
目
標
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
可
動
域

に
対
応
さ
せ
て
キ
ャ
ン
バ
ス
や
パ
レ
ッ
ト
の
サ
イ
ズ

を
小
さ
く
す
る
と
い
う
手
立
て
を
講
じ
た
。
習
作
Ⅱ

で
は
、
制
作
が
滞
る
場
面
を
、【
思
考
・
認
知 

②
】

の
記
述
か
ら
、
自
信
の
な
さ
に
起
因
す
る
も
の
と
捉

え
、
習
作
Ⅲ
以
降
で
、

描
き
方
や
結
果
を
肯
定

し
、
安
心
し
て
活
動
す

る
こ
と
が
で
き
る
言
葉

か
け
を
行
っ
た
。
習
作

Ⅲ
で
は
、
筆
洗
が
使
え

な
い
要
因
を
【
思
考
・

認
知 

①
】【
手
指
や
腕

の
動
き 

②
】
の
記
述

か
ら
、
筆
洗
の
縁
が
高

く
て
手
が
届
か
な
い
、

ま
た
、
円
形
で
筆
を
洗

う
順
番
が
わ
か
り
に
く

模
様
を
描
く
）
が
、“
自
分
で
で
き
た
”
と
考
え
ら

れ
る
。

い
た
め
と
判
断
し
、
縁
が
低
く
、
番
号
を
明
記
し
た

線
形
の
筆
洗
を
用
意
し
た
（
表
４
中
写
真
２
）。
こ

う
し
た
手
立
て
に
よ
っ
て
、
本
制
作
Ⅰ
で
は
、
技
能

２
の
、
一
人
で
制
作
す
る
と
い
う
目
標
が
概
ね
達
成

さ
れ
た
。
ま
た
、「
青
を
こ
こ
に
入
れ
た
い
」
と
言

う
な
ど
、
描
き
た
い
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
よ
う
と
す

る
様
子
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
様
子
と

【
思
考
・
認
知 

②･

③
】
の
記
述
か
ら
、
制
作
に
対

す
る
自
信
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
と
判
断
し
、
題
材

の
目
標
を
、
計
画
当
初
に
達
成
可
能
と
捉
え
た
段
階

で
あ
る
発
想
・
構
想
２
、
技
能
３
に
設
定
し
た
。
同

時
に
、
本
時
の
目
標
を
、
描
い
た
色
や
形
を
見
立
て
、

見
立
て
に
基
づ
い
て
色
の
選
択
や
形
、
配
置
を
工
夫

し
な
が
ら
模
様
を
描
く
と
し
、手
立
て
と
し
て
「（
描

い
た
色
や
形
が
）
何
に
見
え
ま
す
か
」「
こ
こ
は
何

を
描
い
て
い
る
の
で
す
か
」
な
ど
、
見
立
て
や
描
こ

う
と
す
る
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
の

で
き
る
言
葉
か
け
を
行
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
指
導
計
画
の
全
期
間
に
わ
た
っ

て
、
最
終
的
な
題
材
の
目
標
達
成
に
向
け
た
、
段
階

的
な
目
標
と
手
立
て
の
設
定
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
、

生
徒
Ａ
は
、
題
材
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
寄
与
し
た
の

が
両
表
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
目
標
の
段
階
表
を

参
照
す
る
こ
と
で
、
ゴ
ー
ル
（
題
材
の
目
標
）
と
、

そ
こ
に
到
達
す
る
ま
で
の
ス
テ
ッ
プ
（
前
段
階
の
目

標
）
を
明
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
美

術
の
実
態
表
を
裏
付
け
と
す
る
客
観
的
な
ア
セ
ス
メ

ン
ト
に
よ
っ
て
、
各
段
階
の
目
標
に
対
す
る
課
題
の

見
極
め
と
効
果
的
な
手
立
て
の
検
討
を
行
う
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

図４　生徒Ａの題材目標と主な手立ての推移
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【
注
】

１ 

中
央
教
育
審
議
会
答
申
（
平
成
17
年
12
月
８
日
）
で
は
、
個
別

の
指
導
計
画
に
つ
い
て
、「
指
導
を
行
う
た
め
の
き
め
細
か
い
計

画
。
幼
児
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、

指
導
目
標
や
指
導
内
容
・
方
法
を
盛
り
込
ん
だ
指
導
計
画
」
と

し
て
い
る
。

２ 

思
考
の
過
程
を
表
現
さ
せ
る
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
」
に
よ
っ

て
子
ど
も
の
学
力
を
可
視
化
し
、
解
釈
す
る
評
価
方
法
。
従
来

の
テ
ス
ト
で
は
見
え
に
く
い
「
思
考
力
」「
表
現
力
」
等
を
具
体

的
な
表
れ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。（
下
記
参
考
文
献

［
１
］
に
よ
る
）

【
参
考
文
献
】

[1] 
松
下
佳
代
『
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価 

―
子
ど
も
の
思
考
と
表
現

を
評
価
す
る
―
』
日
本
標
準
（2007

）

[2] 
国
立
教
育
政
策
研
究
所
（2011

）『
評
価
規
準
の
作
成,

評
価
方

法
等
の
工
夫
改
善
の
た
め
の
参
考
資
料(

中
学
校 

美
術)

』

[3] 
田
中
耕
治
『
新
し
い
「
評
価
の
あ
り
方
」
を
拓
く
―
「
目
標
に
準

拠
し
た
評
価
」
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
―
』
日
本
標
準
（2010

）

５
ま
と
め

（
１
）
成
果

　

鑑
賞
会
の
発
表
に
お
い
て
、生
徒
Ａ
は
、「
題
名
は
、

〈
海
と
山
の
夕
焼
け
の
風
景
〉。
緑
を
真
ん
中
よ
り

ち
ょ
っ
と
下
に
や
っ
て
山
に
し
て
、
そ
の
下
に
青
を

垂
ら
し
て
海
み
た
い
に
し
て
、
空
を
夕
焼
け
み
た
い

に
し
ま
し
た
。」
と
自
身
の
作
品
を
解
説
し
た
。
こ

の
内
容
は
、
生
徒
Ａ
の
目
標
で
あ
っ
た
技
能
３
に
お

け
る
「
描
き
た
い
イ
メ
ー
ジ
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
４

の
画
面
構
成
を
規
定
す
る
「
主
題
（
物
語
）」
で
あ

る
と
言
え
る
。
こ
の
主
題
は
、
本
制
作
の
途
中
、
あ

る
い
は
、
完
成
し
た
作
品
を
見
て
事
後
的
に
形
成
さ

れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
（
本
制
作
開
始
時
点
で
は

教
師
か
ら
の
「
何
を
描
き
ま
す
か
」
の
質
問
に
、「
わ

か
ら
な
い
」と
答
え
た
）が
、以
上
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

事
前
に
イ
メ
ー
ジ
し
た
主
題
に
基
づ
い
て
画
面
を
構

成
す
る
と
い
う
新
た
な
描
き
方
（
発
想
・
構
想 

３
、

技
能 

４
）
へ
の
移
行
の
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ

（
２
）
課
題

　

今
回
の
題
材
で
は
、
表
４
お
よ
び
図
４
が
表
す
通

り
、
生
徒
Ａ
が
自
信
を
も
っ
て
イ
メ
ー
ジ
を
表
そ
う

と
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、
最
終
的
な
題
材
の

目
標
（
発
想
・
構
想
２
、
技
能
３
）
の
設
定
が
、
本

制
作
開
始
後
と
な
っ
た
。
今
後
も
、
制
作
の
様
子
の

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
美
術
の
実
態
表
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
習
作
期
間
に
お
け
る
、
目
標
に
対
す
る
課
題
の

見
極
め
や
手
立
て
の
検
討
を
、
よ
り
効
率
的
・
効
果

的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
本
制
作
の

開
始
時
点
で
最
終
的
な
題
材
の
目
標
を
設
定
で
き
る

よ
う
に
し
、生
徒
が
本
制
作
の
全
期
間
に
わ
た
っ
て
、

十
分
に
力
を
発
揮
し
な
が
ら
制
作
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

両
表
を
用
い
た
授
業
づ
く
り
に
関
し
て
、
特
に
目

標
の
段
階
表
に
つ
い
て
は
、
美
術
を
専
門
と
し
な
い

Ｓ
Ｔ
か
ら
「
こ
れ
ま
で
曖
昧
で
捉
え
づ
ら
い
と
感
じ

て
い
た
美
術
の
ね
ら
い
が
、
一
覧
に
な
っ
て
い
て
わ

か
り
や
す
い
」「
各
生
徒
に
対
す
る
指
導
目
標
が
表

の
中
で
把
握
で
き
、
教
師
間
の
指
導
や
評
価
（
活
動

の
見
取
り
）
に
ず
れ
が
出
に
く
い
」
と
い
っ
た
意
見

が
出
さ
れ
た
。
題
材
の
ね
ら
い
の
共
通
理
解
や
、
教

師
間
で
の
一
貫
し
た
指
導
・
支
援
や
評
価
と
い
っ
た
、

チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
お
け
る
課
題
に
対
す
る
両

表
の
有
効
性
に
つ
い
て
も
、
実
践
を
通
し
て
検
証
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

る
と
考
え
て
い
る
。実
際
に
、次
の
題
材「
回
転
版
画
」

の
本
制
作
で
は
、
最
初
か
ら
、
川
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

画
面
を
斜
め
に
走
る
線
の
重
な
り
と
、
星
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
斑
点
を
彫
っ
て
、
作
品
〈
夜
の
川
〉
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
（
図
５
）。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
本
実
践
は
、
生
徒
Ａ
の
で
き
る
事
を
増
や
す
、

つ
ま
り
、
多
様
な
表
現
方
法
の
獲
得
を
促
し
、
表
現

の
幅
を
広
げ
る
授
業
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
成
果
が
、
両
表
に
よ
る
個
別
の
題
材
目
標
と

手
立
て
の
設
定
と
い
う
本
方
策
の
、“
自
分
で
で
き

る
”
授
業
づ
く
り
に
対
す
る
有
効
性
の
一
端
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

図５　生徒Ａの次題材における作品＜夜の川＞


